
て ん り 市 議 会 だ よ り

2020年12月１日号　No.94 　 ９月定例会の内容をお伝えします。

９
月

12
月

６
月

今回の定例会

※題字については、第62回天理市展において議会議長賞を受賞された東田憲子さんにお書きいただきました。

３
月
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井戸堂小学校と丹波市小学校の児童が議場見学にやってきました！

丹波市小学校３年生

井戸堂小学校３、４年生

　10月22日に井戸堂小学校３・４年生が、４グループに分
かれて庁舎を見学し、10月30日に丹波市小学校3年生が、
２グループに分かれて庁舎を見学しました。
　子どもたちは、議会について説明を受けた後、普段は入る
ことができない議場を楽しく見学していました。
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こんなことを話し合いました
令和２年９月定例会

開
会
日(

９
月
１
日)

市
長
提
案

再
開
日(

９
月
３
日)

委
員
会
付
託

再
開
日(

９
月
14
日)

一
般
質
問

最
終
日(

９
月
17
日)

採
　
決

●
会
期
の
決
定

　
会
期
を
９
月
18
日
ま
で
の
18
日

　
間
と
決
定
し
ま
し
た
。

●
表
彰
状
の
伝
達

　
県
市
議
会
議
長
会

　
・
30
年
以
上
の
勤
続
議
員

　
　
荻
原
　
文
明
　
議
員

●
監
査
報
告

　
監
査
委
員
よ
り
４
件
の
監
査
報

　
告
が
あ
り
ま
し
た
。

●
報
告

　
報
告
３
件
が
上
程
さ
れ
、
原
案

　
ど
お
り
了
承
し
ま
し
た
。

●
承
認
案

　
承
認
案
１
件
が
上
程
さ
れ
、
原

　
案
ど
お
り
承
認
し
ま
し
た
。

●
提
案
説
明

　
今
議
会
に
提
出
さ
れ
た
７
議
案

　
及
び
８
認
定
案
に
つ
い
て
、
市

　
長
等
に
よ
り
提
案
説
明
が
行
わ

　
れ
ま
し
た
。

●
委
員
会
付
託

　
上
程
さ
れ
た
７
議
案
を
各
常
任

　
委
員
会
に
付
託
し
て
審
査
す
る

　
と
と
も
に
、
８
認
定
案
に
つ
い

　
て
は
、
決
算
特
別
委
員
会
を
設

　
置
し
て
付
託
し
、
審
査
す
る
こ

　
と
と
し
ま
し
た
。

文
教
厚
生
委
員
会

・
介
護
保
険
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
補
正
予
算
　
ほ
か

　
　
　
　
　
　
計
２
議
案
を
付
託

経
済
産
業
委
員
会

・
水
洗
便
所
改
造
資
金
貸
付
基
金

　
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か

　
　
　
　
　
　
計
２
議
案
を
付
託

総
務
財
政
委
員
会

・
一
般
会
計
補
正
予
算
　
ほ
か

　
　
　
　
　
　
計
３
議
案
を
付
託

決
算
特
別
委
員
会

・
一
般
会
計
決
算
認
定
　
ほ
か

　
　
　
　
　
計
８
認
定
案
を
付
託

※
委
員
会
審
査
の
概
要
に
つ
い
て

　
は
、
３
〜
５
Ｐ
に
掲
載
し
て
い

　
ま
す
。

　
議
事
に
先
立
ち
、
去
る
９
月
４

日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
故
飯
田

和
男
議
員
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す

る
た
め
、
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

●
発
議
案

　
議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
に
欠

　
員
が
生
じ
た
た
め
、
委
員
選
任

　
の
発
議
案
が
上
程
さ
れ
、
議
長

　
よ
り
榎
堀
秀
樹
議
員
を
指
名
し

　
ま
し
た
。

●
一
般
質
問

　
・
西
﨑
　
圭
介
　
議
員

　
・
仲
西
　
　
敏
　
議
員

　
・
寺
井
　
正
則
　
議
員

　
・
荻
原
　
文
明
　
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　︵
質
問
順
︶

※
６
〜
８
Ｐ
に
要
旨
を
掲
載
し
て

　
い
ま
す
。

●
人
事
案
件

　
人
権
擁
護
委
員
︵
貴
田
章
子
氏

　
　
杉
本
町
︶
の
推
薦
の
諮
問
案
、

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の

　
委
員
︵
平
瀨
重
敏
氏
　
中
之
庄

　
町
︶
の
選
任
の
同
意
案
が
上
程

　
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り

　
承
認
及
び
同
意
し
ま
し
た
。

●
委
員
長
報
告

　
所
管
委
員
会
に
付
託
さ
れ
て
い

　
た
７
議
案
及
び
８
認
定
案
に
つ

　
い
て
、
各
委
員
長
よ
り
、
審
査

　
の
経
過
並
び
に
結
果
の
報
告
が

　
あ
り
ま
し
た
。

●
採
決

　
７
議
案
及
び
８
認
定
案
に
つ
い

　
て
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可

　
決
及
び
認
定
し
ま
し
た
。

●
決
議
案

　
意
見
書
２
件
に
つ
い
て
、
提
案

　
者
の
説
明
後
、
い
ず
れ
も
原
案

　
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
※
議
決
結
果
に
つ
い
て
は
、

　
　
９
P
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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文
教
厚
生
委
員
会

９月４日

経
済
産
業
委
員
会

９月７日

新型コロナウイルス感染症対策のため、各委員会での「その他質問」を行いませんでしたので、「付託議案の審査概要」のみの掲載となります。

付
託
議
案
の
審
査
概
要

付
託
議
案
の
審
査
概
要

　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
実

現
の
た
め
の
情
報
端
末
取
得
に

つ
い
て
、
奈
良
県
域
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
推
進
協
議
会
が

実
施
し
た
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ

り
選
定
さ
れ
た
事
業
者
か
ら
、

学
習
用
情
報
端
末
を
取
得
す
る

に
あ
た
り
、
議
会
の
議
決
に
付

す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得

又
は
処
分
に
関
す
る
条
例
第
３

条
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
。

意
見
・
要
望
事
項

　
情
報
端
末
機
器
が
児
童
・
生

徒
の
心
身
に
与
え
る
影
響
を
心

配
す
る
保
護
者
も
い
る
こ
と
か

ら
、
導
入
に
当
た
っ
て
は
、
丁

寧
に
説
明
を
行
う
よ
う
要
望
。

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
７
０
６
万

２
千
円
を
追
加
。

○
歳
出
の
内
容

・
令
和
元
年
度
決
算
額
の
確
定

　
に
よ
り
生
じ
た
剰
余
金
の
介

　
護
保
険
給
付
費
準
備
基
金
へ

　
の
積
み
立
て

・
介
護
給
付
費
等
の
精
算
確
定

　
に
よ
る
国
・
県
等
へ
の
清
算

　
返
納
金

・
市
負
担
金
に
対
す
る
一
般
会

　
計
へ
の
繰
出
金

○
歳
入
の
内
容

・
令
和
元
年
度
地
域
支
援
事
業

　
交
付
金
確
定
に
よ
る
、
国
庫

　
・
県
支
出
金
の
追
加
交
付

・
令
和
元
年
度
決
算
額
の
確
定

　
に
伴
う
繰
越
金

令
和
２
年
度
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算

　
天
理
市
債
権
管
理
条
例
の
施

行
に
あ
た
り
、
水
洗
便
所
改
造

資
金
貸
付
金
の
取
り
扱
い
を
、

公
債
権
か
ら
私
債
権
に
改
め
た

こ
と
に
よ
り
、
公
債
権
に
の
み

適
用
さ
れ
る
督
促
手
数
料
及
び

延
滞
金
に
関
す
る
規
定
を
削
除

す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
し

よ
う
と
す
る
も
の
。

水
洗
便
所
改
造
資
金
貸
付
基
金

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
山
辺
・
県
北
西
部
広
域
環
境

衛
生
組
合
に
よ
る
、
新
ゴ
ミ
処

理
施
設
建
設
に
伴
い
、
本
市
が

行
う
べ
き
同
施
設
周
辺
地
区
に

お
け
る
環
境
整
備
事
業
や
地
域

活
性
化
事
業
に
要
す
る
資
金
を

積
み
立
て
る
基
金
を
設
け
る
た

め
、
本
条
例
を
制
定
し
よ
う
と

す
る
も
の
。

周
辺
地
区
環
境
整
備
基
金
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
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総
務
財
政
委
員
会

９月８日

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
億
８
０
６
６
万

円
を
追
加
。

○
歳
出
の
主
な
内
容

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を

　
活
用
し
た﹁
新
し
い
生
活
様
式
﹂

　
等
に
対
応
す
る
た
め
の
オ
ン
ラ

　
イ
ン
関
連
事
業
や
、
施
設
整
備

　
事
業
等
に
係
る
経
費
。

・
保
育
所
施
設
整
備
事
業
と
し
て
、

　
北
保
育
所
の
建
替
え
及
び
、
南

　
保
育
所
の
こ
ど
も
園
化
に
関
連

　
す
る
経
費
。

・
南
北
中
学
校
仮
設
校
舎
設
置
の

　
契
約
変
更
等
に
伴
う
増
額
補
正
。

令
和
２
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

○
歳
入
の
主
な
内
容

　
・
国
庫
支
出
金

　
・
県
支
出
金

　
・
繰
越
金

　
・
市
債

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
等

○
住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
更
改
に
伴

　
い
、
令
和
３
年
度
に
新
シ
ス
テ

　
ム
へ
の
デ
ー
タ
移
行
を
す
る
必

　
要
が
あ
る
た
め
、
移
行
デ
ー
タ

　
抽
出
費
用
に
つ
い
て
、
債
務
負

　
担
行
為
の
追
加
を
し
よ
う
と
す

　
る
も
の
。 

　
北
中
学
校
整
備
工
事
を
施
工

す
る
た
め
、
一
般
競
争
入
札
に

よ
り
決
定
し
た
事
業
者
と
の
間

で
請
負
契
約
を
締
結
す
る
に
あ

た
り
、
議
会
の
議
決
に
付
す
べ

き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は

処
分
に
関
す
る
条
例
第
２
条
の

規
定
に
よ
り
、
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
。

北
中
学
校
整
備
工
事
請
負
契

約
に
つ
い
て

　
租
税
特
別
措
置
法
の
延
滞
税

に
係
る
改
正
並
び
に
地
方
税
法

及
び
天
理
市
税
賦
課
徴
収
条
例

の
延
滞
金
に
係
る
改
正
を
受
け
、

延
滞
金
に
関
す
る
規
定
の
あ
る

６
条
例
に
つ
い
て
、
所
要
の
改

正
を
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

税
外
収
入
金
に
係
る
督
促
手

数
料
及
び
延
滞
金
徴
収
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

新型コロナウイルス感染症対策のため、各委員会での「その他質問」を行いませんでしたので、「付託議案の審査概要」のみの掲載となります。
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決
算
特
別
委
員
会

９月９日

令和元年度一般会計ほか
７会計の決算認定案を審査しました

令和元年度決算をチェック！

　再開日の９月３日に、令和元年度一般会計決算認定案ほか７認定案を審査するため、８人の委

員からなる決算特別委員会を設置し、委員長に市本議員、副委員長に寺井議員が互選されました。

付託された８認定案については、９月９日、決算特別委員会を開催し、審査しました。

決算特別委員会委員
◎市本　貴志　○寺井　正則　　大橋　基之　　内田　智之　　榎堀　秀樹

　岡部　哲雄　　山田　哲生　　東田　匡弘　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎…委員長　○…副委員長

会　　　計　　　名 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

一　　　般　　　会　　　計

合　　　　　　計

国 民 健 康 保 険

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

住 宅 新 築 資 金 等 貸 付 金

土 地 区 画 整 理 事 業

特  別  会  計  小  計

水 道 事 業 会 計

下 水 道 事 業 会 計

26,884,598

6,279,795

5,707,393

790,570

21,843

194,901

12,994,502

39,879,100

25,779,717

6,150,780

5,705,025

789,626

22,648

190,650

12,858,731

38,638,448

95.9％

97.9％

100.0％

99.9％

103.7％

97.8％

99.0％

96.9％

24,555,586

5,907,698

5,608,577

786,695

21,788

161,831

12,486,592

37,042,178

91.3％

94.1％

98.3％

99.5％

99.7％

83.0％

96.1％

92.9％

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

会　　　計　　　名
収　　　入 支　　　出 収　　　入 支　　　出

収　益　的　収　支 資　本　的　収　支

2,042,062

2,886,334

1,827,125

2,405,177

471,715

441,558

1,770,225

1,668,454

（千円）

※千円未満を切り捨てて表記しています。
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※一般質問の要旨については、発言した議員が編集しています。

市民のみなさんの暮らしをより良いものにするため、市に対して質問を行いました。

その主な内容をお伝えします。（6～ 8Ｐ）

こんなことを質問しました

　
　
昨
年
度
の
ふ
る
さ
と
納
税
の

状
況
と
そ
の
収
支
は
。

Ａ
　
令
和
元
年
度
の
寄
付
件
数
は

９
１
９
１
件
、
金
額
は
初
め
て
１

億
円
を
超
え
、
過
去
最
高
額
。
経

費
等
や
市
民
か
ら
他
市
町
村
へ
の

寄
付
に
よ
る
控
除
額
を
差
し
引
く

と
、
約
２
７
０
０
万
円
の
プ
ラ
ス
。

　
　
　
　
　
　︵
環
境
経
済
部
長
︶

Ｑ
　
今
後
の
方
策
は
。

Ａ
　
複
数
の
特
産
品
を
組
み
合
わ

せ
た
り
、
体
験
型
・
チ
ケ
ッ
ト
型

の
新
た
な
返
礼
品
の
商
品
開
発
を

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
作
り
手
の
顔
が

見
え
る
工
夫
を
行
い
つ
つ
、
多
様

化
す
る
ニ
ー
ズ
を
捉
え
て
、
寄
付

金
額
の
増
額
と
特
産
品
の
販
路
拡

大
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。
さ
ら
に
、

今
後
は
オ
ー
ル
奈
良
県
体
制
も
視

野
に
入
れ
た
﹁
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
﹂
の
活
用
を
進
め
な
が
ら
、

制
度
の
意
義
、
社
会
貢
献
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
推
進
な
ど
も
含
め
て
積
極

的
な
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
き
た

い
。
　
　
　
　
　
　
　
　︵
市
長
︶

Ｑ
　
さ
ら
な
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

や
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
、
各
部
署

間
の
連
携
意
識
の
強
化
が
必
要
で

は
。

Ａ
　
歳
入
と
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス
を

大
事
に
し
な
が
ら
、
作
り
手
の
想

い
に
共
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
情
報
発
信
を
行
う
と
共
に
、
返

礼
品
の
価
格
帯
を
分
析
し
、
リ

ピ
ー
タ
ー
の
確
保
等
に
も
力
を
入

れ
な
が
ら
、
市
役
所
全
体
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
。
　
　︵
市
長
︶

要
望
　
財
政
面
で
課
題
を
抱
え
る

本
市
に
と
っ
て
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
重
要
性
が
増
し
て
い
く
な
か
、

応
援
し
て
い
た
だ
け
る
天
理
市
に

な
り
、
本
市
産
業
の
活
性
化
に
寄

与
す
る
た
め
、
制
度
へ
の
認
識
と

取
り
組
み
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
て

結
果
に
繋
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

天理市への「ふるさと納税」は過去最高額に。さらなる前進を！ 西﨑　圭介  議員

一問一答

QＡQＡ

QＡ要
望

西
﨑
　
圭
介
　
議
員

・
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

　
　

仲
西
　
敏
　
議
員

・
市
財
政
に
つ
い
て

・
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

寺
井
　
正
則
　
議
員

・
﹁
地
域
未
来
構
想
20
　
オ
ー
プ
ン
ラ
ボ
﹂
へ
の
登
録
に

　
つ
い
て

・
行
政
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

荻
原
　
文
明
　
議
員

・
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

・
水
道
広
域
化
に
つ
い
て

・
公
民
館
の
運
営
に
つ
い
て

・
自
転
車
・
歩
行
者
の
移
動
、
安
全
の
確
保
に
つ
い
て

・
近
代
遺
産
、
戦
争
遺
跡
の
保
存
等
に
つ
い
て

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

一
　
般
　
質
　
問



※

※

7

「
地
域
未
来
構
想
20
　
オ
ー
プ
ン

ラ
ボ
」
へ
の
登
録
は

Ｑ
　
本
市
に
お
け
る
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
の
交
付
限
度
額
は
。
ま

た
、
政
策
の
基
本
的
な
考
え
は
。

Ａ
　
８
億
１
２
３
５
万
円
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、 

市
民
や
事
業
者

が
受
け
る
困
難
を
、
共
に
支
え
合

い
和
ら
げ
て
い
け
る
よ
う
な
施
策

を
重
視
し
て
い
る
。
　
　︵
市
長
︶

Ｑ
　﹁
地
域
未
来
構
想
20
　
オ
ー

プ
ン
ラ
ボ
﹂
へ
の
登
録
の
考
え
は
。

Ａ
　
交
付
限
度
額
の
ほ
ぼ
全
額
分

を
事
業
化
し
て
お
り
、
今
回
は
見

合
わ
せ
た
い
。
　
　
　
　︵
市
長
︶

行
政
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化
は

Ｑ
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普

及
状
況
は
。
ま
た
、
普
及
さ
せ
る

に
は
、
多
目
的
利
用
を
推
進
し
利

便
性
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
が
。

Ａ
　
８
月
末
時
点
の
累
計
交
付
件

数
は
１
万
５
６
１
０
枚
、
交
付
率

は
23
・
８
％
と
、
全
国
の
平
均
を

上
回
る
。
　︵
く
ら
し
文
化
部
長
︶

　
今
後
、
様
々
な
利
活
用
が
予
定

さ
れ
て
お
り
、
国
の
方
針
に
の
っ

と
り
取
り
組
ん
で
い
く
。︵
市
長
︶

Ｑ
　
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
の

発
行
は
住
民
票
の
写
し
と
印
鑑
登

録
証
明
書
の
２
種
類
に
限
ら
れ
て

い
る
が
、
拡
充
す
る
考
え
は
。

Ａ
　
早
急
に
、
提
供
す
る
店
舗
等

を
可
能
な
限
り
拡
張
す
る
と
と
も

に
、
戸
籍
関
係
や
税
関
連
の
証
明

書
な
ど
提
供
サ
ー
ビ
ス
の
拡
張
に

も
努
め
て
い
き
た
い
。
　︵
市
長
︶

教
育
の
デ
ジ
タ
ル
化
は

Ｑ
　
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に
、Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
の
デ
ジ
タ
ル

化
が
進
展
す
る
が
、
取
り
組
み
は
。

Ａ
　
ネ
ッ
ト
社
会
に
お
け
る
情
報

リ
テ
ラ
シ
ー
︵
情
報
を
読
み
解
く

力
︶
を
向
上
さ
せ
る
教
育
や
特
別

な
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
へ
の
サ

ポ
ー
ト
に
デ
イ
ジ
ー
教
科
書
の
活

用
な
ど
、
よ
り
充
実
し
た
支
援
を

目
指
し
て
取
り
組
む
。︵
教
育
長
︶

新しい生活様式を定着させるためのデジタル化の推進！ 寺井　正則  議員

一問一答

市
財
政
に
つ
い
て

Ｑ
　
今
の
財
政
状
況
は
ど
う
か
。

Ａ
　
財
政
健
全
化
判
断
比
率
は
各

指
標
で
健
全
で
あ
る
。
　︵
市
長
︶

Ｑ
　
経
常
収
支
比
率
は
健
全
と
は

と
て
も
い
え
な
い
が
。

Ａ
　
本
市
は
他
団
体
に
先
駆
け
て

下
水
道
整
備
や
教
育
福
祉
施
設
の

拡
充
に
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
と

し
て
、
経
常
費
用
が
大
き
く
な
っ

て
い
る
。
引
き
続
き
経
常
的
経
費

の
抑
制
を
は
か
っ
て
い
く
。︵
市
長
︶

Ｑ
　
今
年
度
末
の
収
支
見
通
し
は
。

Ａ
　
税
収
減
を
踏
ま
え
、
義
務
的

経
費
の
支
出
を
考
え
る
と
、
相
当

厳
し
い
決
算
に
な
る
。
　︵
市
長
︶

Ｑ
　
次
年
度
予
算
編
成
方
針
は
。

Ａ
　
大
型
の
公
共
事
業
を
見
通
し
、

財
源
も
含
め
、
財
政
規
律
を
踏
ま

え
取
り
組
む
。
　
　
　
　︵
市
長
︶

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

Ｑ
　
行
財
政
改
革
の
進
捗
状
況
は
。

Ａ
　
約
三
億
円
の
総
人
件
費
の
削

減
を
実
現
し
た
。
今
後
さ
ら
な
る

行
財
政
改
革
を
進
め
る
。︵
市
長
︶ 

Ｑ
　
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

の
全
体
最
適
化
を
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
。

Ａ
　
既
存
の
施
設
を
複
合
化
す
る

こ
と
で
、
繋
が
り
を
つ
く
り
、
政

策
間
連
携
を
図
る
。
　
　︵
市
長
︶ 

Ｑ
　
市
施
策
は
、
社
会
的
な
合
意

形
成
に
向
け
、
市
民
の
理
解
と
協

力
が
絶
対
必
要
な
条
件
に
な
る
が
。

Ａ
　
一
生
懸
命
、
丁
寧
に
説
明
し
、

結
果
に
責
任
感
を
持
っ
て
行
う
こ

と
が
重
要
と
考
え
る
。
　︵
市
長
︶

Ｑ
　
必
要
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
続

け
て
い
く
た
め
、
地
域
の
多
様
な

担
い
手
と
の
協
働
が
必
要
と
考
え

る
が
。

Ａ
　
全
面
的
に
賛
同
す
る
。
第
六

次
総
合
計
画
で
示
し
て
い
る
﹁
多

様
な
連
携
で
共
に
支
え
合
い
の
ま

ち
﹂を
推
進
す
る
。　
　
　︵
市
長
︶ 

財政状況は厳しい。行革を進め、地域の多様な担い手との協働施策に取り組む 仲西　　敏  議員

一問一答

QＡＡ QＡ Q

Q Q

QQ ＡＡＡQＡQＡQ

ＡQＡ QＡ Q

ＡＡ

※地域未来構想20オープンラボ：コロナ後の「新しい生活様式」を踏まえた地域経済活性化に向けた20の施策分野（未来構想20）
　を支援する目的で内閣府が設置したもの。

※デイジー教科書：デジタル化された教科書で文字の拡大、音声再生などが行える。
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介
護
保
険
の
負
担
増
軽
減
を

Ｑ
　
厚
労
省
は
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の

有
料
化
等
、
住
民
負
担
増
の
検
討

を
行
っ
て
い
る
。
市
民
負
担
を
抑

え
る
た
め
の
施
策
が
必
要
で
す
。

Ａ
　
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
有
料
化
等
に

つ
い
て
は
利
用
者
や
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
与
え
る
影
響
を
考
慮

し
な
が
ら
、
国
全
体
で
検
討
が
行

わ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　︵
市
長
︶

水
道
広
域
化
に
住
民
へ
の
説
明
を

Ｑ
　
奈
良
県
内
の
水
道
一
体
化
が

検
討
さ
れ
て
い
る
。
災
害
時
の
自

己
水
確
保
等
、
住
民
へ
の
説
明
責

任
、
住
民
参
加
、
透
明
性
の
確
保

が
必
要
で
す
。

Ａ
　
令
和
７
年
度
か
ら
運
営
す
る

計
画
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。
参
加

は
上
下
水
道
経
営
審
議
会
、
議
会

と
相
談
し
進
め
て
い
く
。︵
市
長
︶

公
民
館
の
政
治
教
育
に
つ
い
て

Ｑ
　
天
理
市
立
公
民
館
使
用
許
可

基
準
の
見
直
し
が
必
要
で
す
。

Ａ
　
公
民
館
使
用
許
可
の
内
規
は
、

社
会
の
ニ
ー
ズ
等
を
考
慮
し
柔
軟

に
見
直
し
て
い
き
た
い
。︵
市
長
︶

市
役
所
前
歩
道
橋
の
改
善
を

Ｑ
　
歩
行
者
の
安
全
確
保
に
つ
い

て
検
討
し
て
ほ
し
い
。

Ａ
　
県
が
補
修
を
行
う
中
で
関
係

者
と
協
議
し
進
め
た
い
。︵
市
長
︶

戦
争
遺
跡
の
調
査
、
保
存
を

Ｑ
　
戦
後
75
年
、
近
代
遺
産
、
戦

争
遺
跡
の
調
査
、
記
録
、
保
存
、

継
承
が
必
要
で
す
。

Ａ
　
戦
争
の
歴
史
を
後
の
世
代
に

語
り
継
ぐ
必
要
が
あ
り
、
可
能
な

範
囲
で
進
め
た
い
。
　︵
教
育
長
︶

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
拡
充
を

Ｑ
　
少
人
数
学
級
の
実
施
、
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
等
の
拡
充
に
つ
い
て
。

Ａ
　
次
年
度
以
降
35
人
学
級
の
解

消
に
向
け
て
加
配
教
員
を
要
望
し

た
い
。
　
　
　
　
　
　︵
教
育
長
︶

　
経
済
と
両
立
し
な
が
ら
感
染
症

対
策
と
し
て
検
査
の
抜
本
的
拡
充

が
必
要
と
考
え
る
。
　
　︵
市
長
︶

水道広域化は説明責任と住民参加が必要です 荻原　文明  議員

一括質問

QＡＡ Ａ QQ

Ａ QＡ QＡ Q

　一般質問とは、議員個人が市の事務の執行状況や将来に対する考え方などを質問し、報
告や説明を市長などに求め、市が市民のための適切な市政運営を進めているかを議員がチ
ェックするものです。
　天理市議会では、議員は年４回の定例会で一般質問することができます。
　質問方法は、実りのある議論とするため、質問する議員があらかじめ議長に質問の趣旨
などを知らせる「通告制」を採用し、議員はその内容に添って質問します。また、３回に
制限された質問で１回あたり複数の項目を質問する一括質問方式と、何回でも質問できる
一問一答方式を採用しており、質問時間は、両方式ともに答弁時間を含め60分以内で行
います。

？？
ちょっとブ

レイク

一般質問ってなあに



議会へのご意見をお寄せください

   市内１２ヵ所の公民館 （東部 ・ 祝徳 ・ 丹波市 ・

前栽・井戸堂・二階堂・朝和・櫟本・柳本・式上・

福住・山田） に 「議会意見箱」 を設置しています。

議会活動に役立てるため、 皆さんの声を聞かせ

てください。

9

こんなことが決まりました

・出資法人の経営状況の報告について 

・元年度決算に基づく天理市健全化判断比率及び資金不足比率の報告について　

・損害賠償の専決処分の報告について

・専決処分の承認を求めることについて

・人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

・固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めることについて

・２年度一般会計補正予算　　・２年度介護保険特別会計補正予算　

・水洗便所改造資金貸付基金条例の一部改正について　　

・税外収入金に係る督促手数料及び延滞金徴収に関する条例等の一部改正について　

・周辺地区環境整備基金条例の制定について　　　・北中学校整備工事請負契約について　　

・財産の取得について

・元年度一般会計決算認定 　・元年度国民健康保険特別会計決算認定　

・元年度介護保険特別会計決算認定　 ・元年度後期高齢者医療特別会計決算認定

・元年度住宅新築資金等貸付金特別会計決算認定 

・元年度土地区画整理事業特別会計決算認定

・元年度水道事業会計決算認定　  ・元年度下水道事業会計決算認定

・議会運営委員会の委員の選任について

・新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書について

・地方自治体のデジタル化の着実な推進を求める意見書について

全員賛成で可決した議案

報　告

同意案

承認案
諮問案

議　案

認定案

決議案

発議案
決議案

意見が分かれた議案

賛成…○　反対…×　棄権…△ ※議長は表決に加わりません。

荻
原
　
文
明

寺
井
　
正
則

石
津
　
雅
恵

仲
西
　
　
敏

加
藤
嘉
久
次

岡
部
　
哲
雄

鳥
山
　
淳
一

東
田
　
匡
弘

榎
堀
　
秀
樹

大
橋
　
基
之

内
田
　
智
之

市
本
　
貴
志

今
西
　
康
世

山
田
　
哲
生

西
﨑
　
圭
介

会　　　派 清　　　風　　　会 絆　の　会令 和 の 会 無　　会　　派

○ ○ ○ ○ ○ 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △

結
　
果

議　員

議　案

議
長

可
決決議案第２号

・第２号　新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を
　求める意見書について
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飯田和男議員（71歳）が去る９月４日に逝去されました。

飯田議員は、平成19年４月に市議会議員初当選以来、４期13年余務められ、

その間、市議会副議長、議会運営委員会委員長、監査委員などの要職を歴任され、

本市の発展に多大な貢献をされました。　

ここに、生前の幾多の功績をたたえ、

謹んで哀悼の意を表し心からご冥福をお祈りします。

　岡部哲雄議員について、天理市政治倫理条例（以下「条例」という。）第５条第１項及び同条第３項
に規定する「請負契約等に関する遵守事項」（下記に掲載）に反する疑いがあるとして、市民から調査
が請求され、天理市政治倫理審査会（以下「審査会」という。）が調査を行い、市長に対して意見書
（「町から町へ11月号」に意見書の要旨掲載）が提出されました。意見書では、条例に規定される請
負契約等に関する遵守事項に反するかについて、条例の規定では当該遵守事項は本人の努力義務である
ことから、努力したか否かはもっぱら議員の主観によるところであり、審査会では努力義務違反の有無
を判断できないとされました。また、平成29年第２回定例会において、条例中、調査の対象となって
いる「請負契約等に関する遵守事項」の条文を、岡部議員を含む全議員の賛成により改正していること
から、岡部議員には条例を遵守する政治倫理上の責任があり、同条の設置目的を実現するため、一層の
努力を望むものとされました。
　天理市議会としては、岡部議員に全議員出席の全体協議会の場で説明を求めたところ、条例の遵守に
向け努力を続けている旨の説明がありましたが、岡部議員に対し条例の設置目的実現のため、より一層
の努力を求めるとともに、市民の皆様に疑念を抱かせないよう、更なる「政治倫理」の確立に努めてま
いります。

【参考】天理市政治倫理条例（抜粋）
（請負契約等に関する遵守事項）
第５条　市長等及び議員は、（中略）市長等若しくは議員の配偶者若しくは１親等の親族が経営する企
　業が、市等が行う請負契約等を辞退するよう努めなければならない。
２　省略
３　市長等及び議員は、前２項の規定に該当するときは、市民に疑惑の念を生じさせないため、責任を
　もって辞退届を提出するものとする。

「天理市政治倫理条例」第14条に基づく市民からの調査請求について

令和の会　◎西﨑　圭介　　○山田　哲生
　　　　　　今西　康世　
清 風 会　◎市本　貴志　　○内田　智之
　　　　　　大橋　基之　　　榎堀　秀樹
　　　　　　東田　匡弘
絆 の 会　◎鳥山　淳一　　○岡部　哲雄
　　　　　　加藤嘉久次　　
　　　　　◎…幹事長　○…副幹事長
無 会 派　　仲西　　敏　　石津　雅恵
　　　　　　寺井　正則　　荻原　文明　

委 員 長　　東田　匡弘
副委員長　　石津　雅恵
委　　員　　西﨑　圭介　　鳥山　淳一
　　　　　　榎堀　秀樹　　市本　貴志　

訃報

会派の構成と議会運営委員会委員が変更になりました。

会派の紹介 Ｒ.２.９.18現在 議会運営委員会 Ｒ.２.９.14現在
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〜市議会のしくみ〜

市役所６階議会フロアを紹介します！

【６階】 市役所6階の配置図です。

写真①：委員会室。各常任委員会や議会運
営員会が開催されます。50人程度入室で
きます。

写真②：本会議場。議員及び市長等理事者
が出席し、議案などの議決が行われる議会
活動の中心となる場所です。

写真③：議場南側通路。奈良盆地が一望で
き、展望パネルも設置しています。ご覧に
なる方は、議会事務局にお声かけください。

写真④：議会図書室。議員の調査研究に資
するため、議会に関する資料を蔵書してい
ます。また、本会議中は、インターネット
中継で表示される手話通訳を撮影する場所
として使用しています。



●12月 ４ 日（金）
　 ９ 時30分　議会運営委員会
　11時00分　本会議開会
●12月 ８ 日（火）
　 ９ 時30分　議会運営委員会
　11時00分　本会議再開
〇12月 ９ 日（水）９時30分　文教厚生委員会
〇12月10日（木）９時30分　経済産業委員会
〇12月11日（金）９時30分　総務財政委員会
●12月15日（火）
　 ９ 時00分　議会運営委員会
　10時00分　本会議再開　一般質問
●12月16日（水）
　10時00分　本会議再開　一般質問
●12月18日（金）
　 ９ 時30分　議会運営委員会
　11時00分　本会議再開

土金木水火月日

令和２年第４回天理市議会定例会
本会議・委員会日程

12月
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※会　期＝12月21日（月）までの18日間
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議会広報編集委員会

委 員 長　　東田　匡弘

委　　員　　西﨑　圭介

委　　員　　榎堀　秀樹

副委員長　　石津　雅恵

委　　員　　鳥山　淳一

委　　員　　市本　貴志

　本会議のライブ中継及び録画中継を、

パソコンやスマートフォンからご覧いただけます。

天理市ホームページから

天理市議会▶議会中継とお進み

いただくか、 右のＱＲコードから

ご覧ください。

議会中継をご覧いただけます

　新型コロナウイルス感染症の予防のため、市議会では感染
防止マニュアルを作成しました。感染防止マニュアルでは、
議員に対して、自宅での検温、マスクの着用、アルコール消
毒の徹底などの感染防止対策と共に、発熱等の症状の発生時
や、感染が確認された場合などの対応を規定しています。
　また、議場にアクリル板を設置するなど、新型コロナウイ
ルス感染によって議会運営が滞ることがないように対策して
います。

議会ではコロナ対策を行っています。

アクリル板設置の様子（議場）

本会議
10:00

経済
9:30

総務
9:30

本会議
10:00

本会議
11:00

（会期）

本会議
11:00

本会議
11:00

文教
9:30

※新型コロナウイルス感染の予防のため、各委員会の傍聴を中止させて頂くとともに、
　本会議の傍聴については、先着10名程度とさせて頂きます。


